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医療法人豊生会
介護老人保健施設でぃあほうむ吉野

ともに地域の未来をつくりましょう

あなたの個性が魅力になるお仕事です

トミークリニックを併設しています

生活環境に配慮しゆったりとした空間も特徴です

でぃあほうむ吉野は“ろうけん”です

ワンチームとは「多職種協働」です

でぃあほうむ吉野は 案外近くて意外と便利です

でぃあほうむ吉野はアースカラーイエローの外観です

医療法人豊生会は”ワンチーム”です

ホームページ
www.e-dearhome.com

地域社会

地域の医療機関

地域包括支援センター行政機関

居宅介護支援事業所

地域医療連携室
他の介護施設

福祉事務所



身体介助：

・食事介助：お食事の準備やおいしく楽しく食べて頂けるような工夫、摂食
介助、口腔ケアなどがあり、医師や看護師、言語聴覚士、管理栄養士などと
連携して行います。

・入浴介助：清潔や衛生面だけでなく精神の安定にも大切であり、入浴準備、
洗髪・洗身介助、着脱の介助など、安全にも配慮して行います。また、全身
管理の面でも重要であり、看護師やその他専門職と連携をします。

・排せつ介助：トイレへの誘導、おむつ交換、ポータブルトイレの介助など、
ご利用者の尊厳を守ることが大切です。

・移乗・移動介助：車いすやベッドへの移乗、歩行介助など。お一人おひとり
の状態や状況に合わせ適切な介助を行います。

・更衣介助：ご利用者の衛生面や身体状況に合わせサポートします。

生活援助：

・環境整備：ご利用者が快適に安全にお過ごしいただけるよう清掃や整理整
頓、ベッドメイキングなど。清潔で快適な環境を保ちます。

・レクリエーションの企画・実施：心身機能の維持向上や生活の質を目指した
活動を企画、実施します。

・記録業務：ご利用者の日々の状態、ケアの内容、変化などを記録します。
多職種連携を図るためには、最もご利用者に身近な存在のケアワーカーの
記録は重要であり、ケアプランの見直しにも不可欠な業務となります。

生活リハビリテーション：

理学療法士等の指導や連携のもと、個別機能訓練の補助的要素もあって個々
の残存機能を活かしたリハビリテーションを行います。

多職種連携：

様々な専門職と連携して、ご利用者一人ひとりにあったケアを提供します。
情報共有や意見交換を密に行い、チームケアやオーダーメイドサービスを提供
します。

送迎業務：

安全に配慮しルールを順守した送迎を行います。

緊急時の対応：

ご利用者の体調変化、アクシデントや事故が発生した場合に迅速かつ適切な
対応を多職種連携で行います。

など多岐にわたる充実したお仕事です。

でぃあほうむ吉野におけるケアワーカーとは

医療法人豊生会
介護老人保健施設でぃあほうむ吉野

でぃあほうむ吉野は“ろうけん”です

朝目覚めて顔を洗う、身なりを整える、ごはんを作って食べる、

片付けをする、お風呂に入る…といった当たり前の日常の生活に

支援や援助、介護が必要となった方に、専門のプロとして寄り添い、

栄養管理やリハビリテーション、必要な医療や介護の提供を行うのが

“ろうけん”＝介護老人保健施設です。

「介」とは、「よろいを着たヒトの形」に由来し、
「助ける」「付き添う」「心にかける」という
意味があります。
「護」には、ただ守るだけでなく、悪いことを
事前に防ぐという意味があります

でぃあほうむ吉野で働く魅力
（※ケアワーカーとしての視点）

生活の質(QOL）や日常生活動作(ADL）の向上にかかわる

リハビリや栄養管理、日常的なケアを通じてご利用者が元気になられたり,

ご自宅へ戻っていただけたり、在宅での生活が続けられるようになる姿を、

目の当たりに出来ることは大きなやりがいです。

医療知識・スキルの習得につながる

医師や看護師、その他医療専門職と密に連携するため、医療的な知識や

スキルを学ぶ機会が大いにあり、介護福祉士などの資格取得にもたいへん

有利です。

チームケアの実践にかかわる

一人で抱えるのではなく、チームでご利用者を支える意識のスキルが

高まります。コミュニケーション能力や、深い理解と共感とともに、

ご自身が持っている資質や向上心などの能力が高まります。

つまり介護とは、
「付き添い、心にかけながら状態が
悪化しないように事前に予防を
しながら支援をすること」です。

※はちドットビズ

医療法人豊生会 介護老人保健施設でぃあほうむ吉野（続紙）
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